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同化 に対するゾルブ民族の最後の砦

中村 浩 平

は じめに

ドイツ連邦共和国のブランデ ンブルク州および

ザ クセン州にわたって,ゾ ルブ人(あ るいはヴェ

ン ト人)と 呼ばれるス ラブ系の少数民族が住 んで

いる。 この民族 はスラブ系最小 の民族集団 と言わ

れ,現 在その人口は6万 人であ り,そ のうち2万

人が ブランデ ンブルク州の南東部地域,す なわち

下ラオジッツ地方に,4万 人がザ クセ ン州の北部

地域,す なわち上ラオジッツ地方に住 んでいる。

この人たちはゾルブ語 とい う固有の言語 を持ち,

下ラオジッツ地方では下 ゾルブ語を,上 ラオジ ッ

ッ地方では」ニゾルブ語を話 している。下ゾルブ語

はポーランド語 に,上 ゾルブ語 はチ ェコ語 に近い

と言われているが,さ らに両者 を繋 ぐものとして

中間地帯に過度言語 としての方言がある。

彼 らが この地 に移 り住んで きたのはおそらく5

～6世 紀頃と言われている。エルベ/ザ ーレ河 と

オダー/ナ イセ河に挟 まれた地域には元々ゲルマ

ン諸部族が住んでいたが,広 範囲にわたって この

地を引 き払 った後に,ス ラブ諸部族が移 り住んで

きた。 しか し時代 の経過 と共 に18世 紀以降 は2

つの部族だけが残 り,他 のすべ ての部族は徐 々に

消滅するか,あ るいは ドイッ人に吸収 され同化 さ

れて しまった。 この残った2つ の部族 とは下 ラオ

ジッツに定住 したグループ(Luzici)と 上 ラオジ

ッツに定着 したグループ(Milceni)で ある。 こ

れが今 日のラオジッツ ・ゾルブ人の祖先である。

以来彼 らはこのラオジッッと呼ばれる地 に,後 に

この地に移 り住 んできて彼 らをその支配下に治め

ることとなる ドイツ人 と共存 して今 日に至 るまで

生 き延びてきた。従 って彼 らは ドイツ国土 におけ

る最後の生 き残 りスラブ系民族である。 しか も彼

らはかつて隣接の同 じ西スラブ系のポーラン ド人

やチ ェコ人あるいはスロヴァキア人の ように,独

自の国家 を造 ることはなかった。お よそ1000年

以上にわたって ドイッ人支配の下で ドイツ人 と混

在 して生 きて きたのである。

しか し近年 この歴史の中を強かに生 きて きたゾ

ルブ人の住民数が減少の傾向にある。そ してこの

傾 向はゾルブ民族 に とって はその存立 を掛 けた

由々 しき事態である。その原 因は一体何 なのか。

それにはいろいろの要因が考 えられるが,そ の主

要な原因はやはりゾルブ人が ドイツ人になる脱 ゾ

ルブ人現象,い わば ドイツ人への同化現象 に他 な

らない といえる。

歴史的にはかつてゾルブ人に対 してプロイセン

によるゲルマン化 とナチス による ドイツ人化があ

った。 プロイセ ンの同化政策は,と くに1871年

以降,学 校でのゾルブ語使用の撤廃,公 用語 とし

ての ゾルブ語の不承認,さ らに ドイツ語の導入,

すなわち単一言語の強制,ゾ ルブ人聖職者 を ドイ

ツ人聖職者 に よって置 き換 えるこ とな どであ っ

た。この ようにしてゾルブ人世界か らゾルブ語の

一掃 を図った
。つま りゾルブ人がゾルブ語 を話 さ

な くな り,あ るいは話せな くなることを意図 した

のである。

同様 にナチスもゾルブ人の民族意識 を除去する

ことによって脱 ゾルブ人,す なわち ドイツ人化 を

目論 んだ。そのため とくに聖職者 と教師 に的 を絞

り,そ の排除 追放 を行った。そのことによって

ゾルブ人の精神生活(宗 教生活 ・文化生活)の 基

盤 を取 り除こうとした。 こうして教会か ら,学 校

からゾルブ語が消 えた。ナチスのイデオロギーは

自民族 を支配民族 として規定 し,ゲ ルマ ン民族 の

優越性 を示す もの として単一言語,単 一一文化,単
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一血統 をイデオロギー実践の中核 においた
。その

民族観はそれゆえ極めて偏狭で狂信的な観念 であ

った。 しかもこれを支配 した他民族に強制 しよう

としたのである。

プロイセンもナチスもいずれの場合 もその政策

の狙いはゾルブ人か らゾルブ語 を奪 うことによっ

て,ゾ ルブ人 としての民族意識 を奪い,そ のアイ

デ ンティティを消滅 させることにあった。そ して

いずれにせ よこれ らの場合 は上か らの強制 による

ものであ った。

しか し近年に起 きている同化現象は もちろん強

制的なものではない。むしろ川が高い ところから

低 いところへ流れるように,い わば自然の成 り行

きで,自 然現象 とも取 れるのである。つ まり人々

の 自発 的意志お よび選択 に基づ いて起 こってい

る。それだけに事態 は深刻であると言える。

そ してこの同化現象はプロテス タン トが多数を

占めているいわゆるプロテス タン ト地域で顕著に

見 られると言 う。下 ゾルブ語 を話す下ラオジ ッツ

地方はプロテスタン ト地域である。上ゾルブ語を

話す上ラオジ ッツ地方は,4万 人のうち1万5千

人がカ トリックで,残 りはプロテスタン トである。

従って3倍 の人口をもつ プロテス タン トが多数派

であ り,カ トリックは少数派である。多数派 を占

めるプロテスタン ト地域で同化現象が進 んでいる

ことは,そ れゆえゾルブ民族全体の将来 にとって

由々 しき状況である。プロテスタン ト・ゾルブの

大部分の人々はその信仰や民族性 との結びつ きが

あ まり強 くないという。1)

他方,少 数派のカ トリック ・ゾルブ地域 では同

化現象 はそれほど見 られない とい う。ゾルブ人の

同化現象が進む中でなぜカ トリック ・ゾルブ地域

では同化現 象がそれほ ど進 んで いないの だろう

か。 ヴィティヘナオ,バ オツエ ン,カ ー メンツに

囲まれた三角地帯はカ トリック ・ゾルブの住民が

多数 を占めている地域,つ まりカ トリック ・ゾル

ブ地域である。

この地域のある上ラオジ ッッ地方は もともとカ

トリック ・ゾルブの人たちが住む土地であ り,と

くに農村部ではゾルブの伝統様式(宗 教行事 ・習

俗)を 守 りなが ら,教 会を中心 として日常生活 を

営 んできた。ここではカ トリック信仰 とゾルブ民

族意識が分かちがた く結びついていて,い わば彼

らのアイデンテ ィティを形成 していたのである。

彼 らにとってカ トリック信仰は精神的バ ック ・ボ

ー ンであ り
,教 会は心の拠 り所であった。そ して

今 日で もここの人たちは教会 を中心 として従来の

生活習慣 を守 って生 きている。「カ トリシズム と

ゾルブ民族性 はここでは1つ の現実の もつ2つ の

際立 った側面」2)なのである。 ここに同化 を食い

止めている要因があるのではないだろうか。

民族固有の言語はその民族のアイデ ンテ ィティ

を支 える柱である。従ってその言語 を失 えば,民

族の存立は失われる といえる。ゾルブ民族の場合

には,下 ゾルブ語は,と くに若い世代で,生 きて

いる言語か ら死滅への過程 にあるとい う。上ゾル

ブ語で もプロテス タント地域では使用の低落が見

られるとい う。 まさにここに同化現象が起 きてい

る要因がある。それに反 してカ トリック ・ゾルブ

地域では多 くの村 々で今 日で も上 ゾルブ語は日常

生活で話 され,教 会の ミサで使用 されている。こ

こにも同化 を食い止めてい る要因があるのではな

いだろうか。

同化はゾルブ民族の存立 を危 うくする ものであ

る。従 って同化の進行 を食い止めることがゾルブ

の人たちにとってゾルブ民族存立の緊急課題であ

る。ゾルブ人の同化現象が進 む中でカ トリック ・

ゾルブはゾルブの民族性 をなお保持 していると言

えるが,こ れ とて万全 とは言い切れない。しか し,

ここの人たちがゾルブ語 を家庭や学校や教会で依

然 として維持で きるメカニズムが今なお働 いてい

ることは,少 なくとも同化現象に歯止めをかけて

いることと無関係ではないであろう。

この ように今 日で もゾルブ語を維持 しているこ

と,ゾ ルブ固有の宗教 的伝承 を保持 していること

などがカ トリック ・ゾルブ地域での同化 を弱める

働 きを していると考 えられるが,本 論 では以下,

まず歴史的にゾルブ人に対 して最 も同化 を強制 し

たナチスの政策,次 いでそのナチスに対 してゾル

ブ人としてキリス ト者 として敢然 と戦って倒 れた

若 きカ トリック聖職者 に触 れ,さ らにカ トリッ

ク ・ゾルブ地域の中でゾルブ語 を維持 しているメ

カニズム,教 会,習 俗(伝 統行事)等 を手がか り

にして,同 化 を押 し止 めている と思われる要因を
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探 っ てみ たい。

1.同 化 の歴 史 的背 景 一 一 とくにナ チスの

同化政策 につい て3)

ナチスは1933年 に政権 を掌握す る と直 ちにゾ

ルブ人 を暴力で画一化 しようと企 て,ゾ ルブ人指

導者や ゾルブ語出版物 に対 して行動を取 った。ラ

オジッツにおいて広範な検挙が開始 された。多 く

の者たちが逮捕 され,追 放 された。ゾルブ語使用

の禁!,ゾ ルブ諸組織 の活動 を停⊥ヒさせ ようとす

る試みが続 き,ゾ ルブ人の文化的 ・政治的生活 は

停止状態 に至った。ナチスによる措置はゾルブ民

族の全生活領域 に及んだ。 しか しゾルブ人の民族

意識 を根絶 しようとして彼 らに対 してテロを用い

たが成功 しなかった。 さらに外国か ら抗議の波が

起 こ り,ス ラブ諸国でゾルブ民族 との連帯運動が

展 開された。 そ こで1933年 夏 にナチスはゾルブ

住民 に対 してその戦術 を変えた。つま り,ゾ ルブ

民族 に対 してナチズムのイデオロギーを身に付 け

るように求める戦術転換 をしたのである。ゾルブ

民族は外国に向けて 「大 ドイツ民族の生 き生 きと

した一部分」4)して宣伝 された。

1935年 にテオ ドア ・オーバ ァレンダー博士の

下にある 「ドイツ東部連盟」がゾルブ人の活動 を

制限する特別 な使命 を持 ってラオジッツに到着 し

た。 さらにゾルブ問題 にヒムラーが大 きな関心 を

抱 き続 けたので,ナ チのイデオロギーの圧力は強

化,増 大するこ ととなった。1936年 か ら1937年

にかけてナチスはゾルブ語の刊行物 とゾルブ人の

文化および社会活動を禁止 した。ゾルブの主要な

文化機関 「ドモヴィナ(故 郷)」(Domowina)は,

民衆に幅広いベースをもっていた唯一の機関であ

ったが,若 い教 師パヴォル ・ネー ドの巧妙な指導

の もと 「ラオジッツ ・ゾルブ連盟」 に組織換 えを

して,難 を逃れた。連盟 は 『ゾルブ語 を話す ドイ

ツ人』 としてナチスの支配構造 に統合 されること

に抵抗 した。ナチスの要求する 『ゾルブ語 を話す

ドイッ人』 とい う用語 をその規約の中に入れるの

を拒否 した結果,1937年 春 に 「ドモ ヴィナ」 は

禁止 された。5)その直後 にゾルブの新 聞は発行 を

停止せ ざるを得 な くなった。 ゾルブ語の主要 な新

聞SerbskeNowiny(ゾ ルブ ・ニュース)と 他のす

べ て の 出版 物 は ,カ トリックの新 聞Katolski

Posok(カ トリック ・ヘラル ド)6)を 除いて発行停

止 となったが,こ の最後 に残 された新 聞 も1937

年7月 に廃刊 となった。

1938年 末 まで に学校 でのゾルブ語の授業 は中

止 され,公 共でのゾルブ語の使用 は禁 止された。

1940年 末 には政府 の命令 によ りゾルブ人カ トリ

ック神父12名 とプロテスタン ト牧師1ユ名が職 を

解かれ全員 ラオジ ッッの地か ら立ち去 ることを余

儀 な くされた。7)ゾルブ運動 の活動家 は全員が国

家の敵対者 と見なされた。多数の指導者たちが逮

捕 され,「 国家反逆罪」で告訴 され,刑 に服 した。

ゾルブ人教 師25名 が 国内の他所へ強制移動 させ

られた。3人 のゾルブ人 カ トリック神父が ダハオ

強制収容所へ強制移送 された。8)

ナチスは とくにカ トリック神父 とゾルブ人教 師

を全員 この地域か ら排除 し,追 放す ることによっ

て,ゾ ルブ人の精神的基盤iを切 り崩そ うとした。9)

そうす ることで彼 らから民族意識を取 り除 き,脱

ゾルブ人,す なわち ドイツ人化 をはかった。ゾル

ブ人神父 と教 師のい な くなった ゾル ブの村 落で

は,「 ヒ トラー ・ユ ーゲン ト」や 「喜びによる力」

などのナチスの諸組織によって ドイツ民族 になる

ための運働が強力 に推進 された。ナチの婦人組織

はカ トリック ・ゾルブ地域に とくに集中 して運動

を行 った。lo)これらの運動は,ラ ディカルなナチ

の イデオロギー と結びついて,と りわけゾルブの

若者たちの間に短期間でゾルブ語の積極的な使用

を著 しく低下 させ,ゾ ルブ人としてのアイデンテ

ィテ ィを徐 々に掘 り崩させる結果 をもた らした。

ゾルブに対するナチスの政策は一般的にスラブ

人 は劣等 民族である とい う見方 に支配 されてい

た。従 ってゾルブ人を劣等市民 として扱い,ド イ

ツ人か ら独立 した民族的アイデ ンテ ィテ ィを主張

す るいかなる試み も制 限する ことが必須 とされ

た。 しか し他方でナチスはゾルブ人を,ポ ーラン

ド人,チ ェコ人,ス ロヴァキア人 と同 じように,

ドイツ人化の第一優先順位 にあるとした。 とい う

のは,ド イツ人 との混血がかな り進んでいたため,

ドイツ人 と密接 な近似関係 にあると見 な していた

か らである。ナチスはまたゾルブ文化が強 く地方

の伝統 をもつ農民共同体 に根 を持 っている側面 を
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賞賛 した。 ヒ トラーでさえ1933年 に伝統衣装 を

纏 った下ゾルブの少女 グループと写真 を撮 ってい

る。 また多数のゾルブ人がナチ党員であったのも

事実である。 この ようにあまりにも一定 しないゾ

ルブ人の取 り扱い方 は,ゾ ルブ問題 に関 してナチ

の指導者 間で意見の一致が なく,11)ナ チのゾルブ

政策 には基本的な矛盾が当初からあったことを示

してい よう。

しか し1936年 以降,ゾ ルブ政策の主眼は ラオ

ジ ッツのスラブ的特色の根絶 に置 かれた。12)「ゾ

ルブ人」という言葉やゾルブ語 は公か ら姿 を消 し,

公共の記念碑 にあるゾルブ語 の文字 も除かれた。

多 くの地名が ドイツ語化 された。同時にゾルブ文

化のなかでスラブ起源の ものは否定 されるべ きも

の となった。若干の科学者は,そ の中にはブレス

ラオのヴァルター ・シュテラーがいたが,ゾ ルブ

人はス ラブ人ではな く,民 族大移動の時 にスラブ

人がこの地方 に定住 したとき故郷 を立 ち去 らなか

ったゲルマ ン部族の子孫で,ゾ ルブ語 を話す ドイ

ツ人にす ぎないと言 うテーゼ を立てた。13)ゾルブ

人が彼 ら固有の ものであると見な している習俗は

実際は古 いゲルマンの習俗である という方針 を打

ち出 し,1936年 に内務省 のある高官がそれ に従

うべ きである と命 じた。ナチのイデオロギーは従

って最 も極端 な形でゾルブ民族 を文化的に も支配

しようとしたのである。つまり,ナ チスの狙 いは,

独立 した民族共 同体 としての彼 らの存 在 を否定

し,公 共生活か らゾルブ語 とゾルブ文化を強制的

に排除 して,同 化過程 を促進 させ ることに他 なら

なかった。

それに対 して大多数のゾルブ住民の反応 は従順

その ものであ り,体 勢順応であった。彼 らはマジ

ョリティである ドイッ人への同化 とゾルブ人 とし

てのアイデンティティの保持の間にそれほ ど葛藤

を持つこともなかった。 しか も中にはナチの政治

やイデオロギーの特殊 な要素に熱狂的に魅了 され

た者 もいた。 しか しまた同時に,少 数派ではあっ

たが,政 治的にゾルブの民族意識 に目覚め,ナ チ

スに抵抗する人たちがいた。彼 らの多 くは世界観

も違い,政 治信条 も異 なっていたが,抵 抗運動 ま

たは反ナチ地下運動のために逮捕 され,強 制収容

所 や刑務所で苦 しみなが らも,そ こで もさらに非

合法活動 を続けた。そ してそのために命 を落 とし

た者 もいた。 さらに,ほ とんどはポーランドかチ

ェコスロヴァキアであったが,亡 命 した者たちが

お り,亡 命先で反 ヒ トラ0活 動 を続行 した。

親衛隊全 国指導者ハインリヒ ・ヒムラーはゾル

ブ問題に並 々ならぬ関心 を持 っていて,ラ イプツ

ィヒの人類学者で民族学者オ ト・レヒェがゾルブ

人 をポーラン ド人と同系のスラブ民族集団に分類

した見解 に従 い,1940年5月 にゾルブ人住民 を

他のスラブ系少数民族 とともにポーラン ドの総督

領へ強制退去 させ る計画を作成 した。14)ヒトラー

はヒムラーの計画を 「非常 に良 くかつ正 しい」 も

の として評価 したが,し か しヒ トラーはいかなる

移動 も最終勝利後 まで待機 すべ きであ ると決 め

た。 ヒムラーの1940年5月 の意見書 「東部 にお

ける異民族 の処置」 によると,ゾ ルブ民族や他の

スラブ諸民族は 「指導者をもたない労働民族 とし

て ドイツ民族の厳 しくかつ公正な指導下で,ド イ

ツ民族の永遠の文化行為 と建築物の構築 に協力す

る よう使命づけ られている」 ことになっている。

15)こ の極秘記録ではスラブ諸民族の根絶が 目標

として率直 に提示されている。

しか しラオジッツの各地では人種政策による検

査作業が,ナ チスの科学者 も加わって行 われた。

彼 らは,ゾ ルブ人は ドイッ人の血統 を引いている

ことを証明 しようと苦心 し,ゾ ルブ人の 「確実 な」

定義の判断基準 を多 く作 り出した。 これ まで ドイ

ツ人への同化にこだわるのは一体 なぜ なのか。完

全に ドイツ人化 したユダヤ人を強制収容所へ送る

一方で
,ゾ ルブ人 をなんとしてで もドイッ人化 し

ようとするのは大 きな矛盾であろう。

ラオジッツではヒムラーの意見書の実現化への

あ らゆる準備が計画通 り進められたにもかかわら

ず,最 終的に実現 されることはなかった。16)戦争

が終末に近づいた頃,ゾ ルブ人のアルザスーロレ

ーヌへの移住 に関す る論議が さらに起 こったが,

この時 も行動に移 されることはなかった。 この よ

うにナチスのゾルブ人に対する政策は,指 導者間

の見解 の対 立か らでてい るのか どうか は不 明だ

が,同 化政策か ら移住政策 までのあいだで揺 らぎ

が見 られる。ナチの人種政策の最高責任者はホロ

コース トを遂行 した ヒムラーであるが,彼 のゾル

4



ブ人に対する政策,す なわち移住政策は実現 され

ることはなかった。その間 もラオジ ッツの現場で

はむ しろゾルブ人に対 して同化政策が とられてい

たのである。

そこで次 にこの ようなナチスの同化政策に反対

してゾルブ人 として,キ リス ト者 としての立場か

らナチ政権の打倒 を目指 して抵抗 したアロイス ・

アン ドリツキ イ神父 を取 り上げてみたい。彼 の闘

いの中にはゾルブの人たちのナチスに対 する闘い

が凝縮 しているように思われるか らである。

2.ゾ ル ブの 殉教 者 ア ロ イ ス ・ア ン ドリツ キ イ

神 父!7)

1941年 に何 人 もの カ トリ ック神 父 が逮 捕 され,

ダハ オ強制収 容所 に送 られたが,そ の 中 の…人 に

ゾ ル ブ人 の ア ロ イ ス ・ア ン ドリツ キ イ神 父 が い

た。 ア ン ドリツキ イ神 父 はゾル ブ人 としての存 立

とカ トリ ック信 仰 の ため に ヒ トラー ・ファシズ ム

に対 して徹 底 して闘 った。 ここで彼 の生 い立 ち と

短 い生涯 を見 てみ た い。

ア ロ イス ・ア ン ドリツキ は1914年7月2日 に

ラデ ィボール でマ グダ レーナ と ヨーハ ン ・ア ン ド

リツキ イの三男 として誕 生 した。 アン ドリツキ イ

ー一家 には
,2人 の娘 と4人 の息了 の6人 の子供 が

いた。4人 の息子 全員 が神 学 を学 んだ。ヨーハ ン,

ゲ ラル ドとア ロイス は神 父 に なった。末 子 の アル

フ ォ ンス はゲ ラル ドと同様 イ エ ズ ス 会 に 入 っ た

が,神 学 生の と き第二次 世界 大戦 に出征 し,戦 死

した。

両親 は子供 た ち に深 い宗教 教育 を した。 父親 と

共 に子供 たちは毎 月徒歩 で ゾル ブ ・ラオ ジ ッツの

巡礼 地 ロ ーゼ ン ター ルへ 巡礼 した。

ア ロ イス ・ア ン ドリッ キ イは ラデ ィボ ー ル で

1920年 か ら1924年 の4年 間国 民学 校 に通 い,引

き続 き1924年 か ら1934年 まで の10年 間バ オ ツェ

ンの カ トリ ックの ギ ム ナ ジ ウム に通 っ た 。彼 は

1934年 にそ こ を優 秀 な成績 で卒 業 した 。 ギ ム ナ

ジ ウム在 学 中彼 は ゾル ブ ・ギム ナ ジウム連盟 の メ

ンバ ー とな り,2年 間 は委 員長 であ った。

ギ ムナ ジ ウ ム修 了後,1934年 か ら1938年 まで

彼 はパ ー ダーボ ル ン ・カ トリ ック神 学大 学 で哲 学

と神 学 を学 んだ。 こ こに在 学 中彼 はゾル ブ学 生誌

[Serbskistudent(ゾ ル ブ学 生)]の 編 集者 とな り,

さらに 「ゾル ブ学 生 同盟」 の スポ ー クスマ ンに な

っ た。 彼 はす で にナ チが 政 権 を取 る1933年 以 前

に 「ゾル ブ学生 同盟」 の集 会で フ ァシズム に不 断

の注意 を払 うよ うに警 告 して いた。パ ー ダー ボル

ンで の勉 学 に引 き続 い て彼 は1938年 か ら1939年

の1年 間バ オ ツェ ン近郊 の シュモホ テ ィツ にある

マ イセ ン司教 区立神 学 院で学 び,最 後 の学 業 を終

えた。

ペ トルス ・レゲ司教 は アロ イス ・ア ン ドリツキ

イ を1939年7月30日 にバ オ ツ ェ ン大 聖 堂 で 司祭

に叙 階 した。 次 の 日曜 日,1939年8月6日 に彼

は ラ デ ィボ ー ル の教 区 教 会 で 初 ミサ を挙 げ た 。

1939年10月1日 ア ン ドリ ツキ イ神 父 は ドレー ス

デ ンで司祭 と して の活動 を始 めた 。司教 は この有

能 な 若 い 司祭 を ドレー ス デ ンの司 教 座 教 会 ホ ー

フ ・キルへ(宮 廷 教 会)の 助任 司 祭 に任 命 した。

そ こで ア ン ドリッキ イ神 父 は教 区全体 の 青少年 の

世 話 をす るか たわ ら,ド レースデ ン少 年 聖歌 隊の

舎 監 や コル ピ ング家(一 門)18)の 指 導 司祭 と して

働 い た。 と りわけ彼 は,カ トリ ックの青 少年 が信

仰 を守 れ る よ うに,彼 らの こ とを気 にか け た。彼

は学生 の ときゾル ブの若者 た ちの ため に力 を尽 く

していた が,今 度 は ドイッの若 者 た ちの た めに 同

様 の熱 意 を持 って献 身的 に働 いた。

す で に1936年1月16日 に ラ デ ィボ ー ル で 開か

れ た 「ドモ ヴ ィナ」 の代 議 員会 に神 学生 で あ った

若 きア ン ドリツキ イは 出席 し,熱 烈 な言 葉 で全 出

席 者 に対 して,ナ チス 政権 の抑 圧 政 策 を断罪 し,

断 固た る不屈 の精神 で ゾル ブ民 族 の諸権 利 を護 る

よ う要請 してい た。19)彼 は また若 い ゾルブ知 識入

の 問 に1937年 の 「ドモ ヴ ィナ」 禁 止後,ヒ トラ

ー ・フ ァシ ズム に対 す る抵抗 運動 を組織 した。

カ トリック神 父 と して彼 はナチ ス の人種 政策 に

反対 した。彼 は政治 的展 開 に対 して注意 を喚起 し,

批 判 的 に 目覚 め させ よ うと若 者 たち に強 く働 きか

けたが,こ れが ナチの青 年組 織 「ヒ トラー ・ユ ー

ゲ ン ト」 の指導 者 た ちに とって疑 わ し くか つ危 険

な もの と思 われ た。そ して ア ロイス ・ア ン ドリツ

キ イ神 父 は ナチス に対 して の批判 お よび ドレース

デ ンの カ トリック青 年 た ちに反 フ ァシズ ム活動 を

した とい う理 由で,ゲ ス ター ボ に よっ て1941年
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1月21日 に逮捕 された。 こうして彼 の ドレース

デンでの活動 もわずか2年 で終わった。この後彼

は もはや 自由 になる ことはな く,1941年2月7

日に ドレースデンのゲオルク ・ベ ーア通 りにある

未決勾留施設IIに5ヶ 月間拘留 された。 ドレース

デ ン地裁の特別法廷検事部 は1941年7月15日 に

「国家 と党に対する陰謀罪」(いわゆる国家反逆罪)

の廉 で告訴 した。シュー リヒ ト担当検事 の起訴状

には次のように書かれている。「本官 は,1940年

9月 か ら1941年1月 の期 間に ドレースデ ンお よ

び ピルナにおいて絶 え間な く… 国家お よびナチ

党の指導者 たち,彼 らの指示,彼 らによって設立

された施設 に関する敵意に満ち,扇 動的な,悪 意

のある発言 をした件で,ア ン ドリッキイを告発す

る… 被告人は帝国指導者 ローゼ ンベルクお よび

その著作 に反対するのみならず,ま た様 々な機会

にナチ国家指導部の指示 と施設 ならびに広汎 な努

力 と成果 に極めて広 く反対 している。被告人の意

見は,国 民の政治指導部へ寄せ る信頼 を揺 るがす

ことに適 うものである…。」公判 は公 開されず に

行 われた。同様のナチ迫害者の裁判で勇気 を持 っ

て弁護を買って出ていた ドレースデンのカス トナ

ー弁護士が弁護 をした。召喚 された証人による と,

「アロイスは彼(担 当検事:筆 者注)の 発言 を否定

もせず,取 り消 しもしなかったが,"扇 動的な"策

謀の非難 には精力的に異議 を唱 えた。そのほかに

彼 は聖職者 として,ヒ トラー政権 の教会敵視 を明

らかにする義務があると感 じていた」という。20)

ア ン ドリッキ イ神父は扇動者な どではない。彼

は人間の尊厳 と当時踏みに じられていた信仰 を弁

護 したのである。彼はファシス トの特別法廷 にお

いても毅然 として反 ヒ トラー ・ファシズムの態度

を堅持 したと言われる。弁護士の努力 もあってア

ン ドリツキイ神父 は比較的軽い6ヶ 月の禁固刑 を

受 けた。未決勾留の5ヶ 月 を差 し引いて服役は1

ヶ月であった。司教座教会主任司祭バ イアー神父

は釈放の指定時間に車で彼 を待ったが,す でに約

束の場所 にはゲスターボの よく知 られた黒塗 りの

リムジ ンが止 まっていた。ゲス ターボの係 員が

「これに乗れ」 と命令 した。彼は ドレースデ ン警

察本部の刑務所へ入れられた。 こうしてアン ドリ

ツキ イ神父 この世界から切 り離 された。

この よ うに1941年8月15日 に釈 放 後彼 は直 ち

に再 逮 捕 され,同 年10月10日 に ダハ オ強制 収 容

所 に移 送 され た。 ドレース デ ン教 区カ トリック青

年団 のあ る若者 が ドレース デ ン中央駅 で,ア ロイ

ス ・ア ン ドリッキ イ神 父 が列車 で ダハ オへ連 れ去

られ るの を目撃 してい た。 ダハ オ強 制収容所 はそ

の存続 の全 期 間 を通 じて主 として政 治犯 を収 容 し

て い た。21)こ こで彼 は 囚人番 号27829と して扱 わ

れ た。移送 中に彼 は トリア ー出身 のベ ネデ ィク ト

会司 祭マ オ ルス ・ミュ ンヒ博士 と知 り合 い になっ

た 。マ オル ス ・ミュ ンヒ神 父 は こ う語 って い る。

「ダハ オへ 移 送 中私 たち は ニ ュル ンベ ル クを過 ぎ

た頃12人 の神 父 と一 緒 に な った 。 ほ とん どは ヴ

ェス トフ ァー レ ンや ポー ラ ン ドか らの比較 的年齢

の 高 い 人 た ちで あ っ た 。 窓 際 にわ れ らが ベ ンヤ

ミン22)が 座 っ ていた 。"ア ロ イス ・ア ン ドリッキ

イ,ド レ ー スデ ン ・ホ ー フキ ル へ の助 任 司祭 で

す 。"と 彼 は名 乗 っ た。 警察 で の拘 禁 の月 日の厳

しさが彼 か らは読 み取 れ た。痩せ こけて,目 が く

ぼみ,長 い黒 髪,青 白い顔色,首 に色物 のマ フラ

ー を巻 き
,彼 は最 初 の瞬 間に は少 し尊大 ぶ ってい

る よ うに見 え た。 け れ ど も半 時 間 も経 つ と私 は,

ここで全 く上 等 で,レ ベ ルの 高い人 間に向 き合 っ

てい る ことが 分 か った。移 送の終 わ り頃彼 は友情

を求め た。私 た ちは手 を取 り合 い,こ れか らの1

年3ヶ 月 共 に道 を歩 んだ 。」23)こ れ は1941年10月

か ら1943年1月 の時 期 であ った。

強制収 容所 で の最初 の 日々 に2人 は,決 して嘆

か ない こ と,学 問 を修 め た人 間 として名誉 を決 し

て踏 み に じらない こ と,一 瞬た りと も神 父 と して

の務 め を忘 れ ない こ とを誓 った。2人 は強制収容

所 で共 に豊 かな ときを過 ご した。他 の神父 た ち と

彼 らは研 究会 を作 り,そ こで週 に3晩 聖書 が読 ま

れ た。 この聖書 サ ー クルか ら典 礼 サー クルがで き

た。

1942年 と1943年 に食 糧 不足 で チ フスが 流行 し

た が,と くに1942年 は最 悪 の 年 で あ っ た。5月

末 に大 量死 が始 まった。週 毎,月 毎 に死者 が増 え

てい っ た。7月 と8月 には平均 して毎 日一 人の聖

職 者 が死 ん だ。8月15日 に ドレー ス デ ンの 同僚

助任 司祭 ベ ル ンハ ル ト ・ヴェ ンシ ュ博 十 が 赤 痢

で,そ の14日 後 に ロ イ タ ース ドル フ の主任 司 祭
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ア ロ イス ・シ ョル ツ ェ神 父 が腸 チ フスで死 ん だ。

ダハ オ強制収 容所 に収 容 され てい るマ イセ ン司教

区 の11人 の 聖 職 者 の うち これ です で に2人 が死

亡 した。

1942年 の ク リス マ スの 後 にア ロイス ・ア ン ド

リッ キ イ もチ フ ス に罹 っ た。 しか し1943年1月

19日 に よ うや く彼 は病 舎 に入 る こと を申告 した。

死 の床 にある とき,彼 は終 油 の秘 蹟 を乞 うた。 し

か し彼 の願 い は拒 絶 され た。看 守 は 「キ リス トを

彼 は望 み,注 射 を彼 は受 けるの だ」との み答 えた。

アロイ ス ・ア ン ドリッキ イ神 父 か ら2つ ベ ッ トが

離 れ た ところで チ フスで寝 て いた ウ ィー ンの ヨハ

ン ・マ リア ・レ ンツ神 父 はそ の著書 「ダハ オのキ

リス ト」 の中 で,看 護人 ヴ ァス トルが病気 の神 父

に死 に至 らす危 険 な注射 を打 った,と 証言 してい

る。24)朝 の4時 に彼 の死 の喘 ぎが 始 まった。 レン

ツ神 父 は這 っ て行 き,な お急 いで彼 に赦祷 を与 え

たが,そ の時 ア ン ドリッ キ イ神 父 は死 んで い た。

この よ うに1943年2月3日 に ア ロ イス ・ア ン ド

リツキ イは毒 薬 を注 射 され て殺 害 され た。

囚 人仲 間のヘ ル マ ン ・シャイパ ース神 父 は レ ン

ツ神 父の証 言 に と くに付 け加 え て,ア ン ドリツキ

イは親衛 隊の いか な る指 令 もな しにコ ミュ ニス ト

の教 会反対 者 に よっ て直接 殺 害 され た,と 述べ て

い る。 そ して 「この状況 はア ロイス ・ア ン ドリッ

キ イが 明 白に殉 教 者 であ る こ と を示 してい る」25)

とい う。 シャ イパ ー ス神 父 は さ らに,彼 の 同囚 の

1人 が ベ ル ンハ ル ト ・ヴェ ンシュ とア ロイス ・ア

ン ドリツキ イについ て 「私 は,彼 らが聖人 で あ っ

た と信 じてい る」 と述べ た と伝 え てい る。26)ラデ

ィボール生 まれの この勇敢 な闘士 は非 人 間的 な銀

難 と闘 っ たが,29歳 と7ヶ 月 の若 さで この 世 を

去 った。1943年4月15日 に ドレース デ ンの ブ リ

ー ドリヒ通 りに ある カ トリ ック墓地 で骨壷 の埋 葬

が行 わ れた。 数多 くの 聖職者 と信徒 た ちが この葬

儀 に参列 した 。

彼 の生 まれ 故郷 ラデ ィボール の墓地 に はゾル ブ

学生 連盟 に よるゾル ブ語の石 の記 念版 が掲 げ られ

てい る。そ こ には こ う書か れ てい る。

助任 司祭 ア ロイス ・ア ン ドリツキ イの

栄誉 をたた えて

1914年7月2日1943年2月3日

ラディボールに誕生 ダハ オで死去

至高 なる神 の司祭

人間であるために闘った人

ゾルブ民族の殉教者

若者の導 き手

ゾルブ学生連盟

1946年 復活祭に

短い生涯ではあったが,こ こに彼の一生が凝縮 し

て記 されている。

「アロイス ・アン ドリツキイは,祭 壇 の栄誉 に

高め られる最初のゾルブ人になる望 みを持 ってい

る。彼の殉教 と彼の人格 はこの ことによってゾル

ブ民族 と ドイツ民族の和解に寄与することかで き

るであろ う。」27)ドレースデ ンーマ イセ ン司教区

の ヨアヒム ・ライネル ト司教 は1998年7月2日

ローゼ ンタールでの巡礼 ミサの ときにアロイス ・

アン ドリツキ イ列福 のための手続 きを開示 した。

カ トリック ・ゾルブの人たちは目下彼 らのために

闘って倒 れたナチズムの犠牲者アロイス ・アン ド

リツキイ神父 を 「ゾルブの殉教者」 としてその列

癒
灘

㌧
薫

》ミ
≒

集

鍮

アロイス ・アン ドリツキイ神父の肖像

アロイ ・スア ン ドリツキ イ神父の記念版
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福 運動 を行 ってい る。28)

3.力 トリッ ク ・ゾル ブの 地域29)

16世 紀 の ル タ ー に よる宗 教 改 革 の結 果,そ の

影 響 は ゾ ル ブ人 地 域 に も及 び,ゾ ル ブ人 の90パ

ー セ ン トが プロテス タン トになっ た
。 カ トリック

地域 は南東 のバ オ ツェ ン,西 の カーメ ンツ,北 の

ヴィテ ィヘナ オ に囲 まれ た地域 内の5つ の教 区 に

減 少 した。 ヴ ィテ ィヘナ オは宗教 改革 の さい一 度

プ ロテス タン トに なった のだが,マ リー エ ンシ ュ

テ ル ン(マ リアの星)修 道 院30)の 影響 を受 けた

結 果 ふ た た び カ トリ ック に戻 った。1635年 に ラ

オ ジ ッツの大 半 は プロテス タン トのザ クセ ンに割

譲 されたが,ハ プス ブル ク家の フ ェルデ ィナ ン ト

2世 はそ の際 カ トリック共 同体 を保 護 す る権 利 を

保 持 した。1815年 に大 半 の プ ロ テス タ ン ト教 区

とカ トリ ックの1教 区 ヴ ィテ ィヘ ナ オは プ ロイセ

ン領 とな り,そ の結果 これ らの教 区 はプ ロ イセ ン

政 治 の ドイ ツ化 の 圧力 強 く受 け る こ ととな った。

カ トリック地域 は無 傷 の ま ま残 った。 そ して元来

の5教 区 は9つ の教 区 に再編 成 された 。つ ま りラ

デ ィボ ール,ス デ ィーア,ヴ ィテ ィヘ ナ オ,カ0

メ ンッ,不 一ベ ルシ ュツ,ク ロス トヴ ィッ,ラ ル

ビ ッ,オ ス トロ,シ ュ トル ビ ャの9教 区 で ある。

さ らにバ オ ッ ェ ンお よび その周 辺 を含 んで,「 ゾ

ル ブの教 会」 と呼 ばれ てい る聖 母教会 を教 区教 会

とす る カ トリ ック共 同体が あ った。

今 日で も上 ラオ ジ ッツ地 方 のバ オツ ェ ン,ク ロ

ス トヴ ィッ,オ ス トロ,ネ ーベ ル シュ ツ,ラ デ ィ

ボー ル,ラ ル ビ ツ,ス デ ィー ア,シ ュ トル ビ ャお

よびパ ンシュ ヴ ィ ッツー クー カオの各教 区 で は住

民 の大部 分が ス ラブ系少 数民 族 ゾル ブであ る。 ゾ

ルブ人 の数 は全 体 で6万 人で あ るが,そ の うちカ

トリック ・ゾル ブの数 はお よそ1万5千 人 と言 わ

れ てい る。この人 た ちはバ オ ッェ ン,カ ー メ ンッ,

ヴ ィテ ィヘ ナ オ に囲 まれ た三角 地帯 の 中に住 んで

い る。 ここが いわ ゆる カ トリ ック ・ゾル ブ地域 で

あ る。 この三角 地帯 の外 側 は プ ロテ ス タ ン ト地 域

であ り,従 ってカ トリック ・ゾル ブ地域 はそ の周

囲 をプ ロテス タ ン ト地域 に囲 まれた,い わば 閉 ざ

され た地帯 であ る。 その 中で カ トリ ック ・ゾ ルブ

はそ のカ トリ ック信 仰 と密接 に結 びつ い た非 常 に

多 くの習 慣 を今 日で もなお生 き生 き と保 持 してい

る。彼 らはゾル ブ語で ミサ を行 って いる。

そ こで次 に中で もカ トリ ック ・ゾルブ色 の強 い

ラデ イボー ル,ラ ル ビ ッツー ローゼ ンター ル,ク

ロス トヴィツ と「聖 マ リーエ ンシュテ ル ン修 道 院」

の あ るパ ンシュ ヴ ィ ッッ ー クー カオ を取 り上 げて

み たい。

(1)ラ デ ィボール

ラディボールは住民数がお よそ800人 で,ゾ ル'

ブ語 を話す住民 とドイツ語 を話す住民のいる村落

である。上 ラオジッツの中心都市バ オッェンの北

約10キ ロに位置 してい る。村 には教会が3つ あ

り,カ トリック信仰共同体の精神的中心の役割を

果た している。教区教会は 「マ リア バラの冠の

女王」教会 である。 ラデ ィボールは同時 に21の

集落か らなる行政区の中心地であ り,行 政区全体

ではお よそ2000人 のゾルブ人 と ドイツ人の住民

が住んでいる。

ラデ ィボール行政区の住民 の70パ ーセ ン トは

ゾルブ人で,そ の内の90パ ーセ ン トはカ トリッ

クである。隣接の村落(行 政区)で も似 たような

状況である。 これらを取 り囲んでいる地域はプロ

テス タン ト地域 である。ラデ ィボールの周辺地域

は自然の豊かな農村地帯であ り,北 には自然保護i

区があ り,原 野や沼池がある。工業は存在 してい

ない。しか し ドイツ統一後 に多 くの中小(手 工業)

企業が設立 され,地 区の在 り様 にも少 しずつ変化

の兆 しが見 られる。

ラデ ィボールには2つ の幼稚園,小 学校 と中学

校がそれぞれ1校 ある。小 ・中学校では生徒全員

(ドイッ人子弟 を含 めて)が ゾルブ語 を学習 して

いる。家庭でゾルブ語 を話 している生徒(ゾ ルブ

人子弟)は,学 校ではゾルブ語 を第1母 語 として

学習 し,多 くの科 目の授業 をゾルブ語で受けてい

る。

ヒ トラー政権下の1937年 にナチ スはゾルブ語

の根絶を狙 ってゾルブ人教師全員 を追放 し,代 わ

りに ドイツ人教師を導入 した。ゾルブ語が学校か

ら消え,ド イツ語のみの単一言語 となった。 この

時代にヒ トラー ・ファシズム と闘い命を落 とした

2人 の人物がこの村か ら出ている。マ リア ・グロ
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ル ム ス博 士31)と ア ロイ ス ・ア ン ドリ ツキ イ神 父

で る。32)しか し両 人 と も闘 い半 ばで逮捕 され,そ

れ ぞれ強 制収容 所へ 送 られ,そ こで死 んだ。 ゾル

ブ語 の授 業 は ようや く戦後 にな ってふ たた び行 わ

れ る よ うに なった。

ラデ ィボ ールで は一年 を通 して カ トリック信仰

と結 びつ い た伝 統 的宗教行 事が 見 られ る。 フ ォー

ゲ ル ・ホホ ツ ァイ ト(鳥 の結婚),復 活 祭,ヘ ク

セ ン ・ブ レネ ン(魔 女 焼 き),マ イ ・バ オム(メ

イポ ー ル/5月 柱),フ ロ ンラ イ ヒナ0ム(聖 体

の祝 日),聖 マ ル テ インの 日,聖 ニ コラ オス の 日

な どで あ るが,こ れ らは ラデ ィボールで の人 々の

生活 の一 端 を映 し出 してい る。多 くの人 々 は これ

らの 行 事 を生 き生 き と保 持 す る よ う心 が け てい

る。

この ように ここの人 た ちの生 活 は ゾルブ語 とカ

トリ ック信 仰 が根本 的 に結 びつい て成 り立 ってい

る とい え る。 しか し今 日ラデ ィボール は閉 ざ され

た 地域 で はな く,む しろ開 かれ た地域 となってい

る。

丁噸講 矯 臨

ζ,

潔 ・ ・

で灘 難饗騨肌・一

ラディボール村の一隅

'、ゲ φ 年

繋;轡.

響1黙1_ .

・騰

(2)ラ ル ビ ッツ ー ロ ー ゼ ンタ ール

ラル ビ ッツー ローゼ ン ター ルは ゾル ブ人 の居住

地 で,住 民 数 は お よそ1900人 で あ り,そ の90パ

ー セ ン トが ゾ ル ブ人 で あ る。 この行 政 区 は10の

集落 か ら成 り,こ の地方 の 中心都 市 カーメ ンツか

ら東 に10キ ロ の所 に位 置 して い る。 この一 帯 は

上 ラ オジ ッツの ゾル ブ語 言語 地域 の 中核 地域 で あ

る。教会 は4つ あ り,ラ ル ビッツ に教 区教 会 「聖

カ タ リナ」 が あ り,ロ ー ゼ ン ター ル に巡 礼 教 会

「われらが菩提樹 の聖母マ リア」があ る。ローゼ

ンタール地区のマ リア教会は巡礼地である。 ここ

にはマ リアの泉があ り,こ の水は眼病 を癒す力が

ある と言われている。毎年多 くの巡礼者が この巡

礼教会 を訪れている。マ リア巡礼地 ローゼンター

ルはカ トリックゾルブの中心地である。

ところでローゼンタールには次の ような言い伝

えがある。33)カール大帝が異教徒ザクセ ン族およ

びその同盟軍ゾルブ族 と戦 っていたとき,こ の地

に兵営が置かれた。そこで人々は しば しば,1人

の女性の姿 をした人物が兵営の周 りを歩いている

のに気づいた。 この女性の姿は,兵 士たちが退去

した後 にも,さ らに見 られた。ある日のことゾル

ブの貴族 ルツイアン ・フォン ・ツェルナがこの女

性の姿 を目撃 し,馬 に乗って現在 のローゼ ンター

ル村の上手にある小 さな丘の ところまで後 をつけ

たところ,そ の謎めいた女性は1本 の菩提樹の と

ころで姿を消 した とい う。ルツイアンが 目を上に

向けたとき,彼 は菩提樹 の木のあいだに小 さなマ

リアの像,す なわちローゼンタールの聖像 を見た。

彼 はそこに木造の小聖堂 を建立 し,や がて信者た

ちが近 くか らも遠方か らも訪れ るようになった。

ローゼ ンタールの最初 の小聖堂の屋根の上にはた

しか に!本 の菩提樹がその枝 を広げていた。

巡礼 の始 ま りやマリア聖像の由来は歴史の闇の

中にある。34)15世紀にマ リア像 のあるこの小聖堂

についての言及があ り,聖 像 自体 に対する芸術史

的評価があ って,15世 紀 中頃には巡礼地 ローゼ

ンタールが出来上がってきた らしい。それ以来ロ

ーゼ ンタールへ の巡礼 の目標は今 日に至 るまで,

バ ラの冠 を頭 に被 り,手 に梨 を持ち,幼 子 を抱い

たマ リアの小 さな後期 ゴシックの木像である。中

世後期 にはローゼ ンタールは多 くの人々が訪れる

場所 となっていて,バ ロ ック時代 にはこの巡礼地

は最盛期 を迎えた。

かつては北ボヘ ミアやシュ レージエンか らも巡

礼者がやって きた。彼 らはみなここで平安 と救済

を望み願 った。今 日で もこの地域 をはるかに越 え

て数千人の巡礼者 たちが毎年この小 さな聖母マ リ

ア像 を訪 れている。 と くに聖母マ リアの祝祭 日,

復活祭の月曜 日,聖 霊降臨祭の月曜 日,そ して初

聖体拝領などの特別 な機会,ま たはラルビッツ教
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区の聖体祝別祭 には教区のカ トリック ・ゾルブの

人たちはほ とんど全員が毎年,像 と旗 を掲 げ,ロ

ーゼ ンタールの聖母 のために歌いかつ祈 りなが

ら,か つてと同 じように今 もローゼ ンタールへ向

けて巡礼 の行進 をしている。

ラルビッツ地区の教区教会 「聖 カタリナ」 の前

庭 には墓地があ り,白 い質素な木の十字架の墓標

が時代別順 に並んで立 っている。 これは,死 後す

べ ての人 間は平等で あるこ とを表 している とい

う。この墓地のもつ特異性 はヨーロッパで唯 一の

ものであるといわれている。そ こで死者 たちは毎

年復活祭騎者行列が伝えるキリス ト復活の告知を

聞き,来 るべ き終末での死からの蘇 りを待ってい

る,と 言 われている。

講'

釜騒 ・

ラル ビッツ教区教会 と墓地

(3)ク ロス トヴィッ

クロス トヴィツはかな り閉鎖的なゾル人居住地

域 の 中心 にあ り,住 民はお よそ1200人 であ る。

住民 の90パ ーセ ン トはゾルブ人で ゾル ブ語 と ド

イツ語 を話 し,そ の多 くが ゾルブ語を第1母 語 と

している。従 ってゾルブ語は住民の 日常生活 にお

いて至る所で使 われている。幼稚園や小 ・中学校

で もゾルブ語は 日常語や授業語 として使用 されて

いる。

クロス トヴ ィツ行政区には6つ の集落があ り,

この地方の中心都市 カーメンッか ら東 に約12キ

ロの所 に位置 していて,東 部でバオツェン郡 に隣

接 している。農村地帯で,景 観 は非常に素晴 らし

く魅力的である。農耕 に適 した地質のため農業は

多 くの収益 をあげている。

ここでは道端の至 る所に十字架,祈 祷柱,ゾ ル

ブ語の標識があ り,今 日で もなおゾルブ語やゾル

ブ文化が,カ トリック色の濃い」ニラオジッツで,

生 きていることを示 している。復活祭の ミサに参

加 した後で,教 区教会 「聖 シモンとユダ」から毎

年 「復活祭騎行」が隣接 のパ ンシュヴィッツーク

ーカオ教区に向かって出発する
。祝祭の場合 に多

くの女性や少女たちはゾルブの伝統衣装 をまとう

が,普 段 の生活で もまだ着用 している人たちが,

とくに老人の中に若干見 られる。これはゾルブの

伝統的意識の表れに他 ならないと言えよう。

ナチ時代 の1937年12月12日 にクロス トヴィツ

の学校の教室からすべての十字架が取 り払われる

とい う事件が起 きた。校長が十字架のかかってい

た場所 にヒ トラーの写真 を掲 げたのである。 しか

し女教師 フ レンッェルが担任 の教室 で12月13日

に生徒の眼前で十字架 をふたたび掛けた。他の教

師たちも従った。校長は直ちにカーメンツの視学

官 にこのことを伝 えた。視学官は即刻クロス トヴ

ィツにやってきて,教 師たちに十字架をふたたび

取 り外す よう命 じた。それに対 して住民から強い

抗議が起 きた。12月19日 の 日曜 日の ミサ終了後,

隣接のポルカ村か ら来た7人 の採石労働者たちが

ヒ トラーの写真 を取 り去 り,そ こにふたたび十字

架を掛 けた。

生 き生 きとした宗教生活 はゾルブの伝統であ

る。教会,家 庭,学 校,共 同体社会でのゾルブ語

謙

ゾルブ人中学校
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の 日常的使用が ここでは彼 らの伝統 を守 り,ア イ

デ ンテ ィティを支えている。 しか し近年 この伝統

あるカ トリック ・ゾルブの村 も少子化の波 に洗わ

れ,子 弟の数が減少 し,中 学校が財政的理由で廃

校 となった。中学生はラディボールへ転校 を余儀

な くされた。親たちは中学校再開のために上級官

庁 と目下交渉を重ねている。

(4)パ ン シ ュ ヴ ィ ッ ツー ク ー カ オ

聖 マ リー エ ン シ ュ テル ン修 道 院

パ ンシ ュヴ ィ ッツ ークー カオ は上 ラオ ジ ッツ地

方 の カ トリ ック ・ゾル ブ地域 にあ り,パ ンシュ ヴ

ィ ッッ と クー カ オが1957年 に合併 して で きた 行

政 区 で,ユ3の 集 落 か ら成立 して い る。住 民 は お

よそ2300名 で,そ の90パ ー セ ン トは ゾ ル ブ人 で

あ る。 この地 方 の 中心 都 市 カ ー メ ンツか ら役13

キ ロ離 れ た所 に位 置 して いる。

こ こにはシ トー会の 「聖 マ リーエ ン シュテル ン

修 道 院 」 が あ り,1248年 に 設立 され て以 来今 日

に至 る まで750年 以上 も本 来 の役 割 を果 た して い

る。 こ こに修 道 院が設立 された こ とにつ い て次 の

よ うな言い伝 えがあ る。35)カ ーメ ンッの ベ ル ンハ

ル ト3世 が狩 りで道 に迷 っ た。突 然夜 に な って,

公 は馬 ご と泥 沼の 中へ段 々 と沈 んでい き,力 の限

りを尽 くしたが這 い上 が る こ とが 出来 な か った。

苦境 の 中で彼 は神 と聖母 マ リア に助 け を乞 い,命

が 救 われ た ら この場 所 に修 道 院 を建 て る と誓 っ

た。長 い夜 の後 で 明け の明星 の輝 くな か 白 と黒 の

ヴ ェー ル を頭 に被 っ た聖母 マ リアが 天 に現 れ た。

彼 の足下 の地面 が 固 くな った。彼 は部 下 の ところ

へ戻 った。誓 い を守 り,彼 はやが て当の場 所 に修

道 院 を建 て,そ れ を 「マ リアの星 」 と名付 け た。

古文 書 に よる とこの修 道 院 は しば しは 「明 けの明

星」 と呼 ばれ てい る。ベ ル ンハ ル トが沼 地で沈 ん

だ場 所 は,修 道 院 の伝 承 による と,回 廊 にあ る十

字架小 聖 堂 に よって正確 に示 され てい る とい う。

聖 マ リーエ ンシュテ ル ン修 道 院 は上 ラオ ジ ッツ

最大 の荘 園領主 の1つ で あ った。上 ラオジ ッツの

い くつ かの村 は聖マ リーエ ンシ ュテル ン修 道 院の

創 設 に始 まっ てい る。13世 紀 の寄 進 状 お よ び贈

与証 書 には クー カオ,ナ オス リツ,パ ンシ ュヴ ィ

ッツ,プ ラオテ イツ,ラ ル ビツ,ロ ーゼ ンタール,

シュヴァインエルデ ン,ツ ェルナの地名が記載 さ

れている。数世紀 にわたって土地 と人々はこの修

道院 と密接 に結 びついていた。19世 紀 まで聖 マ

リーエ ンシュテル ン修道院院長 は約60の 村 々 と

ヴィテ ィヘナオ,ベ ル ンシュタッ トの2つ の都市

を所有地 として支配 した。修道院内で裁判が行 わ

れ,人 の生命 に関わる 「裁判高権」 さえ聖マリー

エンシュテル ン修道院にはあった。

ここの肥沃 な土地は良 き収穫 を確かなもの とし

た。農業は修道院の存在 を確実な もの とした。 シ

トー会の改革精神 はこの地方の経済的発展 を促進

した。羊牧 と養魚池は土地の開墾に寄与 し,修 道

院はブ ドウ畑 を作 り,ホ ップ栽培 を行 った。手工

業,学 問,教 育が刺激 を受け,振 興 した。多 くの

修道院の村では豊かで,自 覚 した農民階層が発展

した。「司教様 の下では暮 らし向 きは良い」 とい

われた。事実課税負担 は耐 えられうるものであっ

た。労働奉仕は世俗の荘園におけるよりも少なか

った。19世 紀 になって ようや く農民 たちは荘園

制度の軌 から自由 となったが,農 民たちは修道院

とさらに密接 に結 びついたままであった。 ゾルブ

語 と文化 はここではほ とんど抑圧 されなかったの

で,こ こではそれ らは特別 に生 き生 きと残 ったの

である。

毎年復活祭の時期には数千人の訪問客が,修 道

聖マ リーエンシュテルン修道院
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院の周囲を回る復活祭騎馬行列を見物 しにパ ンシ

ュヴィッツークーカオにやって来 る。村の至 る所,

道沿いの至る所 に十字架や祈祷柱があ り,上 ラオ

ジ ッッのゾルブの人たちがいかにカ トリック信仰

に深 く根 ざ しているかを示 している。

4.カ トリック ・ゾル ブの伝 統的宗教 行事

(1)復 活祭 騎行(Osterreiten)36)

復活祭はカ トリック教徒 にとって最大の祭 りで

ある。 この 日に信徒 はキリス トの蘇 りを祝 う。上

ゾルブ地方のカ トリック ・ゾルブの村々では独特

な仕方でこの教会の祝 日を祝 っている。すでに数

世紀以前か ら復活祭騎者が近隣の教区 にキリス ト

の復活 を報せ るとい う伝統が あった。15世 紀末

にはすでにホイアスヴェルダとヴィティヘナオの

間でこの ような騎馬行列のあったことが知 られて

いる。 この宗教行事の根 は多分キ リス ト教以前の

時代 にまで遡 ることであろう。当時人々は,野 山

を馬で乗 り回す ことによって若い種子 を悪の妬み

か ら護 ることがで きる,と 信 じていた。キ リス ト

教化後 もこの風習は維持 され,お そらくキ リス ト

教の影響 を受けて,こ れが今 日公 にキ リス ト教の

信仰告 白を表す,キ リス ト教 の騎馬行列へ変わっ

たのであろう。昔は,馬 上で復活祭 を過 ごすのは

農民か,そ の子息,ま たは下男 のみであったが,

近年カ トリックの参加者の構成 はすべ ての職業に

拡がっている。馬,馬 勒,祭 服 などこの行事 に参

加するためには著 しい財政的負担 と犠牲が要求さ

れるにもかかわらず,参 加者の数は絶えず拡大 し

て きた。約1500名 の復 活祭騎者 が数 えられる。

参加者 は仕事のない日はこの最大の祭事の準備の

ために費やされる。今 日カ トリック ・ゾルブ地域

だけでは祭事のための馬の確保 は不十分であ り,

それ故 この日のために多 くの馬が,時 には遠方か

らも,調 達 される。 このように多 くの努力 と犠牲

を払ってのみ この古い宗教行事 はさらに継承 され

うるのである。 こうして毎年カ トリック ・ラオジ

ッツでは復活祭の 日曜 日には9つ の復活祭騎行が

途につ くのである。

同時にエキュメニカルな協働 も復活祭騎行では

育っている。プロテスタン ト教徒が馬の調達のさ

いにカ トリック教徒 を助けている。以前では考え

られなかった ことだが,今 日ではお互いの協力が

可能 となっている。 ここか しこでプロテス タン ト

教徒 もまた復活祭騎馬行列 に加わっている。そ し

てキリス トの復活 を告知 している。 これは長年に

亘って分断されてきたプロテスタン トとカ トリッ

クの障壁 を乗 り越え,相 互理解 とさらなる協働へ

と進む一里塚 としてエキュメニカルな意義 を持つ

ものであろう。

復活祭騎行 は,復 活祭の 日曜 日に男たちが馬 に

乗 って行列 をくみ近隣の教区にキリス トの復活 を

告 げて回 る,宗 教行事であ る。毎年お よそ1500

名の男たちが名誉 をかけ義務心からこの伝統的宗

教行事 を完遂する。途上の村 々では復活祭の歌が

うたわれ,村 から村への道で復活祭騎者たちはロ

ザ リオの祈 りとさらに他の祈 りを唱える。復活祭

騎者たちはゾルブ語で歌いそ して祈る。

ヴィティヘナオだけはゾルブ人 とドイツ人 ほぼ

同数の復活祭騎者が行列 に参加 している。同地域

に住む ドイツ人 も同 じカ トリックとして この祭事

を支 えている。以前 はヴィティヘナオで もゾルブ

人のみであった。 目的地 に着 くと復活祭騎者たち

は教会のまわ りを回 り,と りわけ死者たちにキリ

ス トの復活 を告げるために,墓 地の周 りを回る。

彼 らはそれぞれの教区で司祭の挨拶 を受ける。村

の家庭で一服 した後で騎者たちは鐘の音 を合図に

見送 られて帰途につ く。

復活祭騎者行列

(2)ロ ーゼ ン タ ール 巡 礼 行(WallfahrtHach

Rosenthal)37)

巡 礼 は,特 別 な崇拝 が もた らされ る場所 に寄せ
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る信仰する者たちの集合体である。巡礼地 ローゼ

ンタールでは聖母 マ リア訪問の祝 日(7月2日)

と聖母マ リア誕生の祝 日(9月8日)の 聖母マリ

アの祝祭 日お よび聖霊降臨祭の日に全 く独特 な方

法での巡礼が行われる。ゾルブの聖体行列はクロ

ス トヴィッとラディボール,オ ス トロ,シ ュ トル

ビャ,ネ ーベルシュッそ してマ リーエンシュテル

ン修道院,近 くのラルビッと遠 くのヴィティヘナ

オそ してバオッェンか らそれぞれローゼンタール

へ と向かう巡礼の道で出会 う。各教区のマ リア像

が,季 節の花で飾 られ,行 列の先頭 に掲げ られる。

到着 した巡礼者の歌声が教会の大 きな鐘の音の響

きに幾重にも重 な り合い共鳴する。教会の内部で

は ミサの とき信徒 の歌 う聖歌 は大音響へ と膨 ら

む。

なかで もと くにヴィティヘナオからの巡礼 は長

い,歴 史的な伝統がある。市の紋章が聖母マ リア

像であるヴィテ ィヘナオとその周辺の村 々はつね

にローゼンタールの聖母の崇拝者であった。

巡礼は昔 と同様 に今 日でも本来的には2つ の道

から成 り立っている。すなわち外面的世俗的道 と

内面的精神的道である。世俗的道 は,教 区の巡礼

行列が出発する早朝 か ら,午 前 中いっぱい続 き,

正午 に人々が家に戻 って終わる。悪天候 のときも

変 わ りな く行われる。たとえば,「189ユ 年3月31

日の復活祭火曜 日に大雪が降った。大雪をもの と

もせず,8名 の男性 と2名 の女性か らなる行列が

聖マ リーエ ンシュテルン修道院からローゼンター

ルへ 向か った。」38)と記録 には報告 されている。

別の年 には太陽が燃 えるような暑 さで照 りつ け,

あるいは突風や畷雨が互 いに張 り合った りするこ

ともある。そのようなときにも人々は歩み続ける。

外面的道 を人々は教 区の信者 たちとともに歩み,

内面的道 を一人一人がそれぞれ 自分 自身のために

歩む。

ローゼンタールで共 に出会うことはずっと昔か

ら多 くのゾルブの人たちにとって自らのアイデ ン

ティティを体験することであった。ラォジッッで

も,繰 り返 し非常 に多 くの人たちがその信仰 と母

語 によって心が通 じ合 う場所は,お そ らく他 には

ないであろう。その意味でローゼ ンタールはカ ト

リック ・ゾルブの精神 的 ・文化的中心地である。

しか しローゼ ンタールへ巡礼するのは周辺のカ

トリック ・ゾルブ教区の信徒のみではない。すで

に昔か らラオバ ン周辺地域あるいは北ボヘ ミアか

ら巡者のグループがや って来ていた。 ゾルブ人で

はないが,シ ルギスヴァルデか らの巡礼 団はかな

り大 きな巡礼団で,徒 歩でヴィルテ ン,ド レチェ

ン,ゲ ー ダ,ク ロス トヴィツを経 て約30キ ロ離

れたローゼ ンタールへ 向かった。夕方に巡礼教会

で礼拝が行 われた。宿泊所 は現地の納屋であった。

翌朝の ミサの後で巡礼者たちは同 じ道で帰途 につ

いた。1990年 以降 シルギス ヴ ァルデか らの巡礼

は違った方法で行 われている。

巡礼の さいにはゾルブ語 による聖歌を歌 うこと

が求められている。今 日最 も有名なゾルブ語の巡

礼歌は 「ローゼ ンタールの聖母への賛歌」である

が,こ れには前史がある。ナチスの時代 になる と

ゾル ブ語が迫害 され,1937年 には公共でのその

使用が禁止 された。聖母マ リアの祭 日にローゼ ン

タールへ巡礼する伝統行事 もまた権力者の意志 に

よって公道を歩 くことが禁止 された。ナチスは巡

礼行 を見た くなかった。それで巡礼 は裏道や脇道

を通 った。これが幸い した。 ヴィテ ィヘナオのヤ

ーコブ ・クラール神父が秘密裏 に聖母マ リアの歌

をチ ラシに印刷 させ,1940年9月8日 の聖母 マ

リアの誕生の祝 日にヴィテ ィヘナオの巡礼団一行

は,ロ ーゼ ンタールを通 って教会へ進む とき,こ

の歌 を歌った。警察は監視 は したが,全 行程 を完

全に取 り締 まることはできず,ゾ ルブ語の歌 を禁

止す ることがで きなかった。それ以来 この歌 はカ

トリック ・ゾルブの全教 区で共通 の賛歌 とな り,

祝祭歌 となった。 こうしてゾルブ語 の継承に一役

かったのである。

MaciBoza,Rozencanska,

(ロ ー ゼ ン タ ー ル の 聖 母 さ ま)

pestonswojedzeci,nas!

(あ な た の 子 供 た ち を見 守 っ て くだ さ い!)

ZtwojimSynom,

(あ な た の 息 子,

nasimBohom,

私 た ち の神 と と も に)

skitujtajnaskozdycas!
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(いつ も私 た ちをお守 りくだ さい!)

巡礼 はその本 質か ら本来 的 に境界 を設 けず,

様々な言語や文化 を越えているものである。引 き

継がれて きた巡礼の伝統 はそれだけに今 日で もす

べての人々への挑戦であ り,精 神の力が多様性 と

寛容 とを通 して実現 され うるように,す べ ての

人々 を招 き入れることである。言語の相違 にもか

かわらず行為 と行動 によって他の人び ととも互い

に理解 しうるというのが巡礼 の本質である。

巡礼教会ローゼンタール

灘

ローゼンタール巡礼行

(3)聖 体 の祝 日(Fronleichnam)39)

「聖 体 の祝 日」 は全 カ トリ ック教 会 にお い て重

要 な祝 日で あ り,1264年8月 ユ1日の 教 皇 ウルバ

ヌス4世 の 公布 に遡 る。教 皇 ウル バ ヌ ス4世 は,

「キ リス トのか らだの祝 日」(vronlichname〈 中高

ドイツ語 〉)40)を定 め,聖 体 を讃 え て敬 うため に,

特 別 な祭 りが祝 わ れ るべ きで あ る と命 じた。か く

して教 会 の普遍 的 な祝 日となった。 カ トリック ・

ゾルブ に とって もこの教会 の大祝 祭 日は大 きな意

味 を持 ってい る。

1264年 に最初 の 「聖 体 の祝 日」 が ロ ーマ,ミ

ュ ンス ター,オ ル ヴ ィエ トで行 われ た 。1273年

にはベ ネ デ ィ ク トボ イロ ン,1274年 にはケ ル ン,

1276年 には オス ナ ー ブ リュ クで行 わ れた。 「聖体

の祝 日」 は,1279年 の ケ ル ンで行 わ れ た行 列 に

よって そ の 特 別 な性 格 をす で に持 つ よ うに なっ

た。 ま さに 「聖体 の祝 日」 の行列 は生 きてい るキ

リス ト教 を具 象化 す る。聖 別 された ホスチ アの形

姿 を とって キ リス ト自身が都 市 や,野 や森 を通 っ

て行 く。現 に存 在 す る神 が 目に見 える もの とな る。

神 は聖 堂 を去 り,世 俗 を回 る。

しか し宗 教改 革の と きに 「聖体 の祝 日」 は カ ト

リ ック とプ ロテス タ ン トの宗派 を分 かつ徴 となっ

た。 ル タ ー は1527年 に 「聖 体 の祝 日」 を 「最 も

有 害 な祝 日」 と呼 んだ。 ル ター に とっては聖書 に

よる根 拠が 欠 けてい る と思 われた。行 列 は彼 には

神 の 冒涜 に値 す る もの であ った。従 ってプ ロテス

タ ン ト教会 で は 「聖体 が 〔実体 変化 〕す る とい う

教 義」 を退 かせ た ため に,こ の 「聖体 の祝 日」 を

祝 う こ とは ない。41)

トリエ ン トの公会議 は 「聖体 の祝 日」 を確 認 し

た。 多 くの人 び とを動員 し,経 費 をか けて カ トリ

ック教 徒 は この祝 日に彼 らの信仰 を示 した。副助

祭,助 祭,司 祭,修 道女,修 道 士,ミ サ の侍 者 た

ちが旗 や小 鐘 や香 を もって十 地の名士 や初 聖体拝

領 者,男 性 や女 性 の グル ープ を ともない,諸 連 合,

諸 信心 会,諸 団体 を階層毎 に順序 よ く従 え,行 列

を組 んで 町や野 を通 り抜 けて行 った。祈 りそ して

歌 い なが ら彼 らは厳 か に装 飾 され たい くつ もの通

りを通 ってホ スチ アに付 き従 った。行 列 は厳 か な

ミサ で終 わ った。今 日で も ドイッの各 地 で街 を歩

く華 やか な聖体行 列 が見 られ る。 さ らに 「聖体 の

祝 日」 の行 列 は徒 歩 で のみ行 われ るばか りで はな

い。 キ ー ム ・ゼ ー(湖),ム ル ナオ近 郊 の シュ タ

フェル ・ゼー お よびケ ル ンで は船 に よる行列 が行

われ てい る。

カ トリック ・ゾルブ地域 で の 「聖体 の祝 日」の
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行列はとりわけその独特 な民族的要素 を示 してい

る。(聖 体)行 列には聖別 されたホスチアが携行

される。これはもともと祭 りとはなんの関わ りも

なかったが,14世 紀 に急速 に拡が った と言 われ

る。 さらにここの聖体行列が民族の独 自性を示 し

ているのは,多 くの女子学童が教会の祝 日や結婚

式あるいは洗礼の とき身に付 ける色鮮やかな立派

な祝祭服 を着用 して,行列 に参加することである。

手間のかかる民族服の着付 けはその都度ゆ うに1

時間は越え,熟 練 した着付 師のみだけがで きる と

いわれている。女性たちは教会の礼拝 にい くとき

の民族衣装 を身 に纏い,今 では少 な くなったが,

強 く糊付け した白布 を頭 に被る。

「聖体の祝 日」の行列は 「聖体 の祝 日」の日一聖

霊降臨祭 の10日 後 一 と直後の 日曜 日に行われる。

教 会 と野外 に設 け られた祭壇 は花 と白樺 で飾 ら

れ,行 列が歩 む道 は草が撒かれ,白 樺の若木で縁

取 られる。多 くの家々や教会の塔 にはゾルブの旗

が掲げてある。行列が進 むあいだ,少 女たちは路

上 に敷かれた草の上に花 びらをまき散 らす。

ラルビッツ教 区の 「聖体の祝 日」の行列にはほ

とんどすべての教区民が参加する。聖体行列は教

区教会から出発 し村 を通 り抜 けて行 く。村々を通

ってい く長い行列は祝典の特色 を醸 し出 し,若 い

少女たちの華やかな民族衣装 は 「聖体の祝 日」 の

ミサに彩 りを添 える。多数集まった教区民はゾル

ブ語 を話 し,彼 らがゾルブ語の聖歌を歌 うときに

は,ト ロンボー ンの合奏団が伴奏する。このよう

に して宗教行事 に重 ねて民族の伝承が守 られ,ゾ

ルブ語 もまた保持 されている。「聖体の祝 日」 の
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行列はローゼ ンタールへ向か う巡礼行 となる。

ラデ ィボール教区で も他のカ トリック教 区と同

様 に教 区民 は,と りわけ多 くの少女 たちは特別に

美 しい民族衣装 に身を固め,司 祭が掲げる聖体 と

ともに教区教会 を出て,村 の中央広場を通 り,短

い祈祷が行われる祭壇へ と向かう。 ここで もゾル

ブ語が使 われる。聖体行列 は木曜 日の午前 と午後

および直後の 日曜 日に行われる。

5.巡 礼 教 会 ロー ゼ ン ター ル42)

カ トリ ッ ク ・ゾル ブの 中 心 地

巡礼地 ローゼ ンタール は ラル ビ ッツ ーローゼ ン

ター ル行 政 区の ロー ゼ ンター ル村 に属 し,シ トー

会 「聖 マ リーエ ンシュテ ル ン修道 院」 か ら北 に6

キロの ところ に位 置 し,バ オ ツ ェ ン,カ ーメ ンツ,

ヴ ィテ ィヘ ナオ に囲 まれた三 角地 帯,す なわ ち上

ラオ ジ ッツ地方 の カ トリ ッ ク ・ゾ ル ブ地 域 に あ

る。 ロー ゼ ンタール村 の住民 数 は約300人 で あ り,

そ の内の90パ ーセ ン トが ゾル ブ人 で あ る。

巡礼 地 ローゼ ン ター ルは宗教 改革 以前 か ら存 在

す る ドレー スデ ンーマ イセ ン司教 区唯一 の巡礼 地

で,こ この教会 には神 の 母 「われ らが菩提 樹 のマ

リア」 の 聖像が あ り,崇 拝 の対 象 となって いる。

教 会 の西側 には広 い草原 があ り,こ こで,教 会内

に入 りきれ ない巡礼 者が い る場 合 に は,祭 壇 が置

か れ 「巡礼 広場」 となる。

ローゼ ンタール の巡礼 教 会 は この地方 の風 景 の

なか で変 わ る ことの ない ラ ン ドマ ー クであ る。教

会 の反 った庇 のあ る高 い塔 が広 く開か れた農耕 地

に向か って立 って い る。 田舎 の景色 の 中で驚 くほ

ど大 きな姿 を見 せ てい る教 会 は,訪 ね て くる人 た

ちに まず,教 会内部 の設備 に対 す る期待 の高 ま り

を きっ と起 こ させ て くれるで あ ろ う。 しか しそ の

内部設 備 は む しろ控 え目で ある。他 の有 名 な巡礼

地 とは違 って,こ こで は教 会 内部 は シ ンプ ルで,

すべ て は本来 の 中心 点 であ る中央祭 壇 に向 か って

整 え られ て い る。 内陣 の柱 の抑 えた色調 が さらに

そ の印象 を補 って い る。祭 壇 上部 の両脇 には,2

人 の有 名 な聖 人,聖 ベ ネデ ィ ク ト43)と 聖 ベ ル ナ

ル ド44)が 立 って い る。 これ は この祭 壇 が 「聖 マ

リーエ ンシュテル ン修道 院」 お よび シ トー 会教 団

と密 接 な関係 を強調 して い る こ とを表 して い る。
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45)祭 壇上部の飾 りの黄金色 に輝 く光輪 の真 ん中

にほ とん ど気付かれずに,ロ ーゼ ンタールの聖母

の小 さな聖像が置かれている。 しか しまさにこの

小 さな木像の存在 こそが「われ らが菩提樹の聖母」

への伝統的な巡礼の中心点なのである。ここを訪

れる多 くの者たちにとってマリア崇拝の伝統 はこ

の像 に基づいている。直接的に,い わば面 と面を

向き合 って,こ の聖像が宗教的崇拝の対象 となっ

ている。

ところでマ リア崇拝はほとんどキリス ト教信仰

そのもの と同 じくらい古い。すでに西暦431年 に

はエ フェソの教会一致公会議でマ リアは「神の母」

として宣言 され,特 別 に強調 された。典礼 と同様

に教会芸術 においてもマ リアのモティーフは数世

紀 を通 じて変遷 したが,女 王 としてのマ リアある

いは地上の人間に親密 さと庇護 を与 える女性であ

り母であるマ リア とい う2種 類の タイプが中で も

支配的である。中世後期に,キ リス トが情け容赦

のない裁判官 として世の終 わりに君臨 し,誇 り高

い,近 寄 りがたい支配者に 一段 と高め られたとき,

それに対 して神の母 は人間的特徴 をさらに強 く備

えるようになった。 この ようなマ リア像 は人々の

信心深 さを表す対象 としてすでに広 く受け入れ ら

れていた。

聖母の姿が醸 し出す詩的品性 は純粋 に人間的な

ものと高め られた神的なもの,日 常の世俗 的な も

の と超 自然的な天上的なもののあいだの無比の結

合である。言い伝 えられている最 も古いマ リアの

祈 りは仲介者で調停者 としてのマ リアに呼びかけ

てはいるが,マ リア自身は崇拝 されてはい ない。

神 の母を崇拝する ということでのマリアを信心す

る形 は遅 くとも14世 紀以来 は数多 く知 られてい

る。カ トリック教会が反宗教改革 に着手 した トリ

エ ントの公会議後,中 世のマ リア崇拝 は新 たに命

を吹 き返 した。礼拝像や彫像 は宗教的理想像 とな

った。

ローゼ ンタールの神の母の聖像 は,菩 提樹の木

材 か ら彫 られ彩色 を施 された高 さ22セ ンチの小

さな立像 である。花 の冠 を被 ったマ リアは左腕に

幼 子イエスを抱 き,右 手 に梨 を持 っている。芸術

史的には1460年 か ら1480年 の間につ くられた ら

しい と記 されているが,こ の聖像が芸術 的に重要

な作品であるか どうかはほとん ど問題ではない。

む しろ,こ の作品は信仰心から作 られているので,

内面的な固有の思索の度合い を知 らせていること

が ここでは重要 なのである。各世代 に亘 って数多

くの巡礼者たちはこの聖母マ リアの肖像 に親密 さ

を求め,あ るいはその神的なものへの精神的 ・情

緒的結 びつ きを体験 してきた。巡礼者たちは彼 ら

の願い と祈 りの中にその時々の自らの全 く個人的

な願望 と希望 を包み込 んで きた。

1928年 に巡礼 地 ローゼ ンタールは 「神 の母」

を信仰する者たちが特別な崇敬 を表す場所の1つ

に挙げ られた。ローマからの通達によってローゼ

ンタールの聖像 は冠で飾 られ,「 われらが菩提樹

の聖母」 という名前 を得た。聖像が冠を被る儀式

は聖母マ リア誕生の祝 日の1928年9月8日 にマ

イセン司教 クリステ ィアン ・シュライバー博士に

よって行われた。わざわざそのために祭壇が戸外

に設けられた祝祭場には,周 辺の カ トリック ・ゾ

ルブの各教 区か らおよそ6000人 の巡礼者たちが,

さらに ドイッの各地から信者たちが参集 した。

ここにはマ リアの泉があ り,こ の巡礼教会を訪

ねる非常 に多 くの巡礼者や訪問者たちはここを訪

れたさい同時に石の階段 を下 りて新鮮で冷た くガ

ラスの ように透明な水 の所へ行 く。16世 紀以来

墓地の壁の下か ら勢いよく湧 き出る2つ の泉のあ

ることが知 られてお り,人 々はここで体の疾患や

障害,あ るいは心の苦悩があるとき癒 しを求めて

きた。マ リアの泉 には不思議 な治癒力があ り,多

くの盲人の 目に光 を取 り戻 し,萎 えた手 を治 し,

他 にも奇跡 を行 った と伝 えられている。1766年

に釣 り鐘状 の頭巾の形 をした8角 形の小 さな聖堂

がこの泉の上 に建て られた。

ドレースデンーマイセン司教区の多 くの信徒や

ドイツの遠隔地か らの多数の訪問者 にとって,街

道沿いや村 々の広場 にある2力 国語 による地名の

表記や数多 くの十字架 と祈祷柱 はいわば道標であ

る と同時 にこの地がカ トリック ・ゾルブのラオジ

ッッであることを示 している。ローゼンタールへ

の道はこのような風景の中を通 って巡礼地 ローゼ

ンタールへ至るである。ゾルブの聖母マ リアの恵

みの場所 ローゼ ンタールはこの地域 に居住 してい

る人々の意識の中に深 く根 を下ろしている。
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「と くにカ トリ ック ・ゾル ブの人 々 に とって ロ

ーゼ ンタール は未 来 におい て も故 郷 その もので あ

ろ う。」(ヨ ア ヒム ・ラ イネル ト司教)46)

「ローゼ ンター ル にお い て ゾル ブ民族 の最 も強

力 な宗教 的民族 的泉 が湧 き出 してい る。 これが わ

れ わ れの ローゼ ンター ルの意義 で あ る。」(劇 作 家

ヨー ゼ フ ・ノー ヴ ァク)47)こ の ように ローゼ ンタ

ー ル は まさ し くカ トリ ック ・ゾル ブの 中心 地 なの

で あ る。
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カ トリ ック ・ゾル ブの人 た ちが居住 してい るザ

クセ ン州(国)は 憲法 第2条,第5条 お よび6条

にお いて彼 らの市 民 と しての権利 を ドイッ人 と全

く同等 に認 め,保 障 してい る。48)憲法 で彼 らの民

族 と して の アイ デ ンテ イテ イ支 え る宗 教,言 語,

文化,伝 承,学 校制度 を保障 している意味 は非常

に大 きい。EUも その憲章でEU諸 国内の小数民

族 を明確 に支援 している。49)さらにヴ ァチカンと

自由国(州)ザ クセンは協定 を締結 しているが,

その第10条 において カ トリック ・ゾルブの保護

を定めている。50)このように風 は彼 らに有利に吹

いている。 さらに戦後の ドイツはナチの否定を国

是 としている。ナチ時代 に彼 らが味わった辛苦は

それだけ民族集団としての存立に制度的には反映

しているといえよう。従 ってこの風 に向けていか

に上手 く帆を張れるかがゾルブ丸の緊急の課題で

ある。

以上の ような背景か ら彼 らは自らの存立を掛 け

てさまざまに活動 している。 ゾルブ語による出版

活動,テ レビ ・ラジオ ・新聞等のメデ ィア活動,

教会での伝統行事の維持 ・保存活動,市 民 による

文化 ・芸術活動,ゾ ルブ研究所でのゾルブに関す

る学術研究(ゾ ルブ学)活 動,学 校での子弟に対

す るゾルブ語の教育活動,外 部世界(ド イツ国内

お よび国外)へ のメディアによる自己宣伝および

啓蒙活動 などがそれである。これらは同化現象に

歯止めを掛 けようとする一種の戦いである。これ

らの活動 を担 っているのは主 として聖職者,学 者,

作家,芸 術家,教 師など意識的な知識人であ り,

これ らの人々のひたむきな姿勢や献身的態度 は賞

賛 されるべ きである。しか し彼 らの熱意だけでは,

換言すればもはや イデオロギーや精神論 だけでは

当然 なが ら成 り立ち行かないの も明白である。

ゾルブ文化やゾルブ語の維持にはそれ らを支え

る経済的基盤が必要である。 ところが彼 らを取 り

巻 く社会状況,つ まり現在の ドイツの経済的状況

は極めて厳 しい。支援す る連邦,州,地 方 自治体

の財政状態 も決 して楽ではない。 しか しコンス タ

ントな財政的裏付けが今後の活動の発展 にとって

は必要である。それ故ゾルブ人にとっては多数派

であ る ドイツ人 との関係 の在 りようが問われ よ

う。つま り彼 らを取 り巻 くドイツ人の共感 と支持

を得 なければ財 政支援 は前 に進 まない現状 があ

る。

彼 らは歴史の中で ドイッ人に逆わ らないことを

基本的態度 として生 きて きた。す なわち自らを抑

え,命 令 には逆 わらず,黙 って従 うという生 き方
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が彼 らの基本的生活態度 となった。こうして 自己

抑制の効いた,従 順 に振 る舞 うことので きる民が

誕生 した とい うのである。51)またそうしてこそ ド

イッ人の中で生 きてこれたとい うのである。そし

てその帰結 として彼 らのなかに大別すると消極的

態度 と積極的態度 という相反する2つ の生 き方が

出てきた。すなわち大勢には逆わ らず,と もすれ

ば次第に自己のゾルブ人 としてのアイデンティテ

ィを失い,ド イッ人に飲み込 まれ,順 応 し,つ い

には同化 してしまうとい う生 き方 と,少 数である

が故 に絶えず危機意識を持 ち,自 己のゾルブ人 と

してのアイデンティティを声高に主張す るといっ

た生 き方である。ゾルブの人たちがゾルブ人であ

るためには何は ともあれ後者の行 き方 を取 らなけ

ればならないのは至極当然であろう。

しか しゾルブ丸の人たちが独 自の民族集団 とし

て,今 後 もドイッ人の大海に飲み込まれ沈没する

ことな くその存立 を維持 してい くためには,今 ま

で以上 に ドイッ人 との平和的な共存が必要であろ

う。そのためには ドイツ人の同感 と理解がなけれ

ばならない。そのためにゾルブ人教師たちのイニ

シアチブによって目下 「2言語」運動が提唱 され

ている。52)「ラオジッツの もつあ りのままの豊か

さ一それは2言 語世界である」 とい うのが,そ の

主張である。この運動では幼稚園や小学校 レベル

で ドイツ人児童 に対 して積極的 に働 きかけが行わ

れている。同 じ地域に隣人同士で生 きているのだ

から,お 互いに相手の文化や言語 を知 ろうという

のである。 このようなゾルブ側か らの積極的な働

きかけは,自 らの閉鎖的な社会 を脱 して より開放

的な ドイッ人 と共存する社会を目指 しているだけ

に大いにその成果が期待 される。文化や言語が異

なる相手 と協働するには,ま ず 自ら率先 して共通

の理解 に至 る土台を築 き,さ らに共に生 きる社会

へ と道 を切 り開いてい くことが重要であろう。

そ して さらに大切なことは彼 ら自身が民族 とし

ての 自己意識 を保 ち続 けることであろう。 また彼

らが個人 としても意識的にゾルブ人 として存在 し

続 けていこうとす る強い意志がおそ らく現今の困

難 な状況を切 り開いてい くことになるだろう。 ド

イツ人 との協調 ・共存 を図 りなが らも同化 は民族

存続のために絶対 に食い止めなければならないの

である。

「わた したちの教区の多 くのカ トリック ・ゾル

ブの家庭では今 日でも依然 としてゾルブ語が流暢

に話 されている。ここでは宗教生活がゾルブ語の

積極的な推進の重要な支援 となっている。第2ヴ

ァチカン公会議後の典礼の改革 はこの言語 に肯定

的な効果 を及ぼ した。それ以来 ミサは母語で行わ

れるようにな り,ゾ ルブ語 は公式な典礼 言語 とな

った。戦後の数年はゾルブの人々は自活 を強いら

れ,民 族生活お よび宗教生活の両面で多 くの事柄

のために戦 うことを余儀 なくされた。53)そうこう

している うちに教会か らの援助が非常 に増大 し

た。 ゾル ブ ・カ トリック神 父同盟 は1975年 に,

平信徒 もまた活発 に働 くゾルブ司牧同盟 に拡大 し

た。」54)こうして信仰基盤 は整 えられたのである。

ゾルブ民族は歴史的に下ゾルブと上ゾルブ,プ

ロテスタン トとカ トリック,プ ロイセンとザクセ

ンとい う対立項 を抱え込んでいるが,近 年 これ ら

にさらに世代 間の対立が加わっているという。 こ

れ ら対立項 はゾルブ民族の存立 にとって大 きな軌

となっているが,こ の難題 を少 しで も解決 してい

かない とこの民族の行 く末 はより厳 しい もの とな

ろう。 しか し少 な くともカ トリック ・ゾルブ地域

にはその歴史,文 化,言 語 を守 るための基盤,す

なわち家庭や教会でのゾルブ語の使用,学 校での

ゾルブ語学習,カ トリック ・ゾルブの伝統的宗教

行事 などが整 っていて,教 会 を中心 としてそれら

を守 る活動が見 られるので,そ こで生 きているカ

トリック ・ゾルブの人々に同化 を乗 り越えて行 く

力を期待 しても良いであろ う。つま りゾルブ民族

の未来が彼 らに託 されているといって も過言では

ないのである。
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DiekatholischenSorben

DieletzteFestungdessorbischenVolkergegendieAssimilation

DieSorben,einkleinesslawischesVolkinBrandenburgandSachsen,Sindeinevonvieranerkannten

MinderheiteninDeutschland.Heutebekennensicketwa60000deutscheStaatsburgerzuihrensorbischen

Wurzeln.Davonleben20000inderNiederlausitzimSiidostenBrandenburgsand40000inderOberlausitzim

NordenSachsens.DiemeistenSorbensiredevangelisch,ca.15000Sindkatholisch.

BerensinPreuf3enwirkteinsehrgrol3erGermanisierungsdruckaufdieseVolksgruppe.InNazideutschland

verstarktesickdieserDruck.HitlerubernahminDeutschlandam30.JanuardieMacht.Balddanachbegannauch

inderLausitzeineVerfaftungswelle.DieAnwendungdersorbischenSprachewurdeiiberalluntersagt.Invielen

OrtenderLausitzfandenrassenpolitischeUntersuchungstatt.DieNaziswarmbemuht,zubeweisen,dassdie

SorbendeutscherAbstammungsired.

DerkatholischeGeistlicheAloisAndritzkibeteiligtesichaktivamWiderstand.WegenseinesEngagementsgegen

HitlerwurdeervonderGestapo1941festgenommenandnachDachauabtransportiert.Erwurdeam3.Februar

1943imKZDachauermordet.

IndenPfarrgemeindenBautzen,Crostwitz,Ostro,Nebelschiitz,Radibor,Ralbitz,Sdier,Storchaandder

PfarrvikariePanschwitz-KuckauinderOberlausitzgehOrteinGro信teilderBewohnerzudenSorben.Siesindfast

allekatholish.IndiesemgeschlossenenSiedlungsgebietwohnendiekatholishenSorben,diezusammenmitihrem

GlaubenBehrvielealteBrauchelebendigerhaltenhaben.

DerlangeZugsorbischerOsterreiter,dieaufkostbargeschmucktenPferdenbetendfiberdieFelderreiten,oder

eineFronleichnamsprozession,zuderjungenMadcheninihrertraditionellenvolkstiimlichenFesttrachtmitgehen.

beeindrucktalleBesucher,diedaseinmalmiterleben.SiefeiernihreGottesdiensteinsorbischerSprache.Indiesem

Gebietsprichtmanalltaglichsorbisch.InderSchulelernenauchdieKindersorbischalsersteMuttersprache.

InderLausitzbemerktmanaberheute,BassdieAssimilationderSorbenmitihrerUmgebungzunimmt.Sieist

uberwiegendbeidenevangelischenSorbenzubemerken.EsgibtinderLausitzca.dreimalmehrevangelische

Sorbenalskatholische.DieseTendenzistalsoBehrgefahrlichfurdasBestehendessorbischenVolkes.DieSorben

sindaberbestrebt,dieseEntwicklungaufzuhalten.DieAssimilierungsetztsickdennochfort.

WiesollmandieTendenzderAssimilationschwachenoderstoppen?MagnahmengegeneineAssimilierung

konntemansickbeidenkatholischenSorbenanschauen.setzensicksehraktivfurdenErhaltderSpracheandder

Traditionein.AlsdieletzteFestunggegendieAssimilationspielensiewahrscheinlicheinewichtigeRolle.

キ ー ワ ー ド ラ オ ジ ッ ツ(Lausitz)カ ト リ ッ ク ・ゾ ル ブ(diekatholischenSorben) 同 化(dieAssimilation)
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